
 
 
 
 
 
 
 

清涼な空気と紅葉の始まった戸隠高原

と歴史ロマンの古道をたどり、戸隠蕎麦

の味を楽しんだ後、長野県立美術館で東

山魁夷を中核とする信州の絵画を鑑賞し

た。 

 令和 4 年 10 月 9 日（日））に 13 名の参

加を得て、薄曇りの天気の中を、午前 6

時に桐生倶楽部を出発。関越道の山並み

の眺めの楽しめる車中であった。 

 7:30 横川 IC 着。8:40 松代出口発。

9:35 奥社参道入口着、白樺林とススキの

群落が見事である。10:00 隋神門着。 こ

こからの道は次第に登りとなり、最後は

長い階段道となって神秘に満ちた静かな

奥社に到達した(11:00)。 

隋神門からみどりが池、鏡池への予定で

あったが、時間の都合で変更し、奥社参

道コースに戻った。車の渋滞に従いなが

ら進み、ようやく車列の切れたところで

蕎麦屋を見つけ、静かな店内にゆったり

座って戸隠蕎麦を味わった（12:50）。山

を下って本年 5 月に訪れた善光寺の近く

に来ると、丘の上が長野県立美術館であ

る（13:40）。寺を見下ろす高台の上に瀟

洒に立っている。 

1990 年に開館した東山魁夷館は所蔵点

数が 970 点あまり、自然を深く見つめ、

静謐な世界を表現した東山芸術の全容を

紹介している。15:10 同美術館発。途中

で横川 SA に寄って、18:50 桐生倶楽部に

無事に着いた。 

（山口一郎 記） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 月は地元の鳴神山に登りました。鳴

神山はカッコソウが地球上に唯一自生し

ていて、また、981ｍと低山ながら沢あり、

岩場ありの変化に富んだ山で人気があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日の参加者は 5 名、桐生駅から市バ

スで 1 時間かけ川内の終点吹上迄行く。

登山口の駐車場はすでに満車で、他県ナ

ンバーも数多く駐車していました。薄日

が差す天気のなか全員元気に出発。 

 ここから山頂まで登山道に沿って、綱

で囲った場所が数多くあります。案内板

によると、これは鹿等の食害から国内希 

少植物種に指定されているレンゲショウ

マやカッコソウなどを守り育成する、保 
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